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　　第４編　近世
第１章 近世社会の成立

第１節 江戸幕府の成立と市域の村々

　　　　　　（徳川家康の関東入封・徳川領国の知行割・江戸幕府の開幕・近世初頭の

　　　　　　支配と鷹狩・市域の概観・村々の成立）

第２節 市域の領主と甲府家鷹場

　　　　　　（市域の支配状況・代官の変遷・市域の旗本たち・千人頭とその一族・伊賀

　　　　　　者給地と寺領・佐橋氏の知行所条目・甲府家府中鷹場・石原御殿と甲府家

　　　　　　の鷹狩・享保期以降の鷹場支配）

第３節 府中領

　　　　　　（武蔵国の「領」・『風土記稿』における「府中領」の領編成・府中領と御前菜

　　　　　　御瓜入用組合・巡見使賄入用の負担・府中御殿陣屋と府中領村々・多東郡

　　　　　　荏原郡都築郡）

第４節 検地と近世村落

　　　　　　（検地と近世社会・市域における検地の施行・文禄３年検地・寛永６年の新

　　　　　　田改・寛永１２年府中領検地・寛永期の村落構成・延宝６年府中領検地・延

　　　　　　宝期の村落構成）

第５節 近世前期の年貢負担

　　　　　　（年貢納入の仕組み・年貢割付状・皆済目録・入間村の年貢納帳・納帳の内

　　　　　　容・延宝～元禄期の貢租動向・元禄～享保期の貢租動向・享保８年の定免

　　　　　　制施行・幕領年貢米の運送・御菜鮎と御前菜御瓜）

第２章 調布の宿と助郷
第１節 布田五宿

　　　　　　（宿駅制の開設・甲州海道から甲州道中へ・甲州道中の性格と地位・御茶

　　　　　　壺道中・５３里４４宿・布田五宿・五宿の姿・飛脚と宿場・継飛脚・町飛脚）

第２節 交通の諸相

　　　　　　（公用の交通・巡見使の宿賄い・川々御普請役の通行・府中御前菜瓜の継

　　　　　　立て・田安右衛門督の遠出・旅煩い人の継ぎ送り・行倒れ人）

第３節 助郷の村々

　　　　　　（助馬村から助郷へ・布田五宿の助郷と内藤新宿の開設・高井戸宿の助

　　　　　　郷・囲人馬と助郷・宿場と助郷の対立・人足伝馬の勤め高）

第４節 宿場の財政

　　　　　　（宿場への援助・上布田宿の人馬役負担方法・助成金貸付・天保１３年上石

　　　　　　原宿の支出収入・支出額収入額の変化・嘉永４年，元治元年，慶応元年，



　　　　　　慶応２年下石原宿の宿入用）

第５節 宿駅制の廃止

　　　　　　（中馬口銭出入・甲州荷物の中継ぎ渡世・和宮下向と板橋宿増助郷・飯盛

　　　　　　女の認可・飯盛奉公の紹介業・布田五宿の終焉）

第３章 近世社会の展開と農民生活
第１節 元禄・享保期の社会

　　　　　　（当時せわしなき風俗・農村の変貌・市域と商品貨幣経済・享保改革の開

　　　　　　始）

第２節 新田開発

　　　　　　（初期の地先開発と市域の村・享保改革の新田政策・武蔵野新田・市域の

　　　　　　武蔵野新田・流作場開発・下石原村の諸新田）

第３節 村と農家

　　　　　　（村の自治的運営・村役人・年番名主・年寄・村の財政・金子村の村入用・村

　　　　　　の財政強化策・村方出入・下石原村の出入・上石原村箱訴一件・上飛田給

　　　　　　村の出入・農民の家と相続・人別の把握）

第４節 多摩川の治水

　　　　　　（多摩川の水害・市域の水害・流路の変化・下石原村と菅村の争論・国領村

　　　　　　と中野島村の争論・多摩川の水防・大田南畝の多摩川視察・治水の技術・

　　　　　　幕府の治水政策・市域の多摩川普請）

第５節 用水と村々

　　　　　　（市域の用水・玉川上水・野川用水・野川用水争論・用水組合・用水路の普

　　　　　　請・新田開発と用水・柴崎村新田用水一件・水車稼ぎと用水）

第６節 商品流通の発展と江戸地廻り経済

　　　　　　（商品作物の栽培・農間余業の展開・上石原村重右衛門の新規醤油造稼・

　　　　　　農村金融の展開と豪農の成長・階層構成の変化・天明の凶作と入間村・寛

　　　　　　政改革と市域・江戸地廻り経済・肥料の流通・天保期の下肥争論・干鰯の

　　　　　　直売・水車の普及・粉の江戸直売・安政３年の争論・水車稼ぎ人組合の結

　　　　　　成）

第４章 近世農民の生活と文化
第１節 街道の整備と宿村の生活

　　　　　　（街道筋の家並み・五宿の整備と人々の生活・街道筋の商売家・天保期の

　　　　　　商売家・香具師仲間とその掟・市域の諸職人・街道の風物と施設）

第２節 寺社と庶民の生活

　　　　　　（市域の朱印寺・その他の諸寺院・市域の鎮守社・神仏の混淆・寺院の役割

　　　　　　と檀家の生活・神社と祭礼，市，芸能・寺社の経営と財政・寺社の参拝と庶

　　　　　　民の旅・道中日記と道中心得）



第３節 祠堂・石造物と民間信仰

　　　　　　（市域の小祠・小堂宇と庶民の信仰・市域の石造物調査・石仏に見る庶民

　　　　　　の信仰・念仏供養塔と題目塔・廻国，巡拝等の供養塔・庚申塔と庚申信仰）

第４節 農民文芸と教育・武芸

　　　　　　（旧武家出自の名主層・寺院の僧侶・文人との交流・市域の文化人・相沢五

　　　　　　流父子と市域・多摩地方の私塾と寺子屋・市域に塾と寺子屋・江戸への遊

　　　　　　学・百姓武芸の禁止令・多摩地方と天然理心流・市域の道場と武芸修行）

第５章 近世社会の解体と市域の村々
第１節 村落秩序の動揺と化政改革

　　　　　　（商品経済の浸透と生活の変貌・農村人口の減少・荒村の状況・村方騒動

　　　　　　の展開・鷹場統制の限界・大惣代原惣兵衛と探索活動）

第２節 天保改革と農村

　　　　　　（天保の飢饉・百姓一揆，打ちこわしの激化・天保改革の開始・風俗統制と

　　　　　　株仲間の解散・農村統制と吉祥寺村一件・日光社参と上知令・上石原村と

　　　　　　上知令・年貢改正と村々・上知令の撤回と天保改革の挫折）

第３節 開港と民衆

　　　　　　（ペリー来航と開国・横浜開港とその影響・開港と市域の村々・幕末期の諸

　　　　　　階層・上飛田給村の一農民経営・土地集積と質地請戻しの動き・困窮する

　　　　　　下層民・武州世直し騒動）

第４節 御一新

　　　　　　（幕末政局の展開と新選組・幕府の文久改革と兵糧掛り下役・長州征伐と

　　　　　　幕府の敗北・大政奉還と鳥羽伏見の戦い・甲陽鎮撫隊と近藤勇の最後・新

　　　　　　政府軍と調布の村々・江戸脱走諸隊と村々・御一新と村々）

　　


